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―これまでの研究内容を教えてください。

私はウイルス、細菌といった微生物から、我々ヒトを含めた動物まで、様々な生物のゲノム・遺伝情報の解
析を行っています。特に、大規模塩基配列を活用した分子進化・比較ゲノム研究に関しては、2017年に日
本進化学会の研究奨励賞を受賞しました。

2008年から2011年には国立遺伝学研究所 生命情報・DDBJ 研究センター(五條堀孝研究室)に博士研究
員として在籍し、原核生物（細菌・古細菌）の蛋白質の翻訳開始メカニズムの進化を大規模な比較ゲノム
解析によって明らかにしました（業績1）。2011年から2013年に米国ハーバード大学 進化生物学科（Daniel
Hartl 研究室）に客員研究員として在籍し (日本学術振興会特別研究員)、多重遺伝子族のフォークヘッド
型転写因子(Fox 遺伝子)について、その起源と配列の進化、そして結合するDNA配列の変化について大規
模な比較ゲノム解析によって明らかにしました（業績2）。 本研究成果はScience誌の Editors’ Choice でも紹
介されました。

2013年から現在の所属先に移動し、 宿主ゲノムに内在化したウイルス配列（EVE）関する研究を本格的に
開始しました。ウシのゲノムに内在化したレトロウイルス由来の配列が胎盤発生に関与することを発見しました
（業績3-5）。更に、それらのウイルスに由来する遺伝子の進化モデルについて、重複遺伝子の進化モデルと比
較して、「バトンパス仮説」というモデルを発表しました（業績6）。EVEに関するデータベースを開発・運用してい
ます（業績7, http://geve.med.u-tokai.ac.jp;業績8, http://peve.med.u-tokai.ac.jp）。加えて、ウイルスと宿
主の進化解析も行っていて、エボラウイルスの感染効率上昇に関わる突然変異について、大規模塩基配列
を活用した正の淘汰解析から明らかにしました（業績9,10）。現在パンデミックになっているコロナウイルスに関し
ても研究を開始しました（業績11）。

－マイクロ・ナノ研究開発センターでの活動について教えてください。

大規模塩基配列を活用したさまざまな解析を行っています。医理工融合メディカル研究チームの大友先生、
医理工融合マテリアル研究チームの岡村先生らと共同して、マウス神経細胞を溝加工したナノシート上で培
養させると分化誘導がうまくすすむことを発見しました（業績12）。加えて、医理工融合メディカル研究チームの
三橋先生らと共同して、ナノポア技術を元にしたDNAシークエンサーMinIONを活用した様々な研究などにも
取り組んでいます（業績13-15）。
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専門は比較ゲノム解析。ウイルス、細菌から哺乳類までを研究の対象としてゲノム・トランスクリプトーム解
析に取り組む日々。
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－研究のモチベーションは何ですか？？

私は生命の起源や進化に興味があります。現在、主な研究対象としているウイルスは、生命と非生命の

境界領域に存在していて、その存在や振る舞いが非常に興味深いです。注意してほしいのですが、ウイルス
はコロナウイルス、インフルエンザウイルスなど、病気を引き起こすイメージがあると思いますが、ほとんどのウイル

スは病気とは関係がありません。そういった病気とも関係ないウイルスについても、環境や生体でさまざまな機
能を担っていることがわかってきています。そういったところに興味があります。また、私の研究は自身で完結す
ることが少ないので、様々な共同研究者の方々と協力して行うことが多いです。そのような共同研究者の

方々、このマイクロ・ナノ研究開発センターの方含めてですが、素晴らしい方々が多く、いつも教わるところも多
く、いろいろな刺激になります。

－社会に役立つイノベーションとは。

これはなかなか難しい質問ですね。私は最近大規模メタゲノムシークエンスデータからのウイルス同定というこ
とに取り組んでいます（業績16, 17）。主にほ乳類や鳥類を対象としているのですが、これがなかなか医学研
究に直接役立つとは思われません。ただ、2019年末から始まった新型コロナウイルスなどが典型例ですが、い
ま感染症分野で恐れられているものは、ほとんどがほ乳類や鳥類が日和見的に感染しているウイルスが元に
なって起こります。新型コロナウイルスについても、コウモリやセンザンコウといった生き物から見つかったウイルス
が類似していて、おそらく起源となったであろうと考えられています。コウモリやセンザンコウでみつかったウイルス
配列が新型コロナウイルスの性状解析にも役立つと考えられています。このように、大学では一般企業とは異
なり、一見すると遠回りかもしれませんが、なにかの機会に役に立つような研究を積み上げておくことも重要な
イノベーションにつながるのではないかと考えています。

－学生の皆さんへメッセージをお願いします。

自分の好きなこと、そして得意なことをぜひ見つけられたらと思います。そして、社会との接点を意識しつつ、
その見つけたことに邁進してください。全部を自分で抱え込んで行う必要はないので、いい仲間も見つけるも
の重要です。これは研究に限らず、さまざまな分野に進んだときも、同じように大切だと思っています。

https://researchmap.jp/sounaka


業績：公刊論文など（抜粋） 中川 草
（*は責任著者、†は共同筆頭著者、研究代表者と分担者を下線で示した、全て査読あり）
1.   Nakagawa S et al. Dynamic evolution of translation initiation mechanisms in prokaryotes.

Proc Natl Acad Sci U S A. 107(14):6382-7. 2010 PNAS PDF
2.   Nakagawa S et al. DNA-binding specificity changes in the evolution of forkhead transcription

factors. Proc Natl Acad Sci U S A. 110(30):12349-54. 2013 ResearchGate PDF
3.   Nakagawa S et al. Dynamic evolution of endogenous retrovirus-derived genes expressed in

bovine conceptuses during the period of placentation. Genome Biol Evol. 5(2):296-306. 2013
https://academic.oup.com/gbe/article/5/2/296/559744 PDF

4.  Nakaya, Y. et al. (著者5人中、中川3番目) Fematrin-1 is involved in fetomaternal cell-to-cell
fusion in Bovinae placenta and contributed to diversity of ruminant placentation. J Virol.   
87(19):10563-72. 2013 ResearchGate PDF

5.  Sakurai T (著者12名中、中川2番目) Novel endogenous retrovirus-derived transcript
expressed in the bovine placenta is regulated by WNT signaling. Biochem J. 474(20):3499-3512.
2017 https://doi.org/10.1042/BCJ20170531 PDF

6.  Imakawa K*, Nakagawa S, Miyazawa T. Baton pass hypothesis: Successive incorporation of
unconserved endogenous retroviral genes for placentation during mammalian evolution.

Genes Cells. 20, 771-788. 2015 （総説）Wiley
7.  Nakagawa S* and Takahashi MU. gEVE: a genome-based endogenous viral element database 

provides comprehensive viral protein-coding sequences in mammalian genomes. Database
(Oxford). 2016: baw087. 2016 https://doi.org/10.1093/database/baw087

8.  Kryukov K et al. (著者5人中、中川*5番目) Systematic survey of non-retroviral virus-like
elements in eukaryotic genomes. Virus Res. 262:30-36. 2019 ScienceDirect PDF(関係者のみ)

9.  Ueda MT et al. (著者9名中、中川*9番目) Functional mutations in spike glycoprotein of Zaire   
ebolavirus associated with an increase in infection efficiency. Genes Cells. 22(2):148-159. 2017.
Wiley PDF東海大学公式ウェブサイト2017年1月13日

10. Kurosaki Y et al. (著者7名中、中川*7番目) Different effects of two mutations on the
infectivity of Ebola virus glycoprotein in nine mammalian species. J Gen Virol. 99(2):181-186. 
2018 Microbiology

11. 宮沢孝幸、中川草「新型コロナウイルスSARS-CoV-2の比較ウイルス学と比較ゲノム解析」実験医
学 38 (8): 1338-1347. 2020 （総説）羊土社実験医学でのWeb先行公開

12. Otomo A†*, Ueda M† et al. (著者9名中、中川*9番目) Efficient differentiation and
polarization of primary cultured neurons on poly(lactic acid) scaffolds with microgrooved

structures. Sci Rep, in press. 2020 Biorxiv PDF
13. Mitsuhashi S†, Kryukov K†, Nakagawa S† et al. A portable system for rapid bacterial

composition analysis using a nanopore-based sequencer and laptop computer. Sci Rep.   
7(1):5657. 2017 Scientific Reports PDF

14. Mitsuhashi S et al. (著者6名中、中川2番目) Nanopore-based single molecule sequencing of   
the D4Z4 array responsible for facioscapulohumeral muscular dystrophy. Sci Rep, 7: 14789.
2017.Scientific Reports PDF

15. Nakagawa S et al Rapid sequencing-based diagnosis of infectious bacterial species from       
meningitis patients in Zambia. Clin Transl Immunol. 8: e1087. 2019 Ncbi PDF

16. Sakaguchi S et al. (著者13名中、中川2番目) Molecular characterization of feline  
paramyxovirus in Japanese cat populations. Arch Virol. 165(2): 413-418. 2020Springer

17. Mukai et al. (著者11名中、中川4番目) Identification of a distinct lineage of aviadenovirus
from crane feces. Virus Genes. 55(6): 815-824. 2019 Springer PDF(関係者のみ）

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター
〒259-1292 神奈川県平塚市北金目4-1-1 電話 0463-58-1211（代表） 内線 4790

https://www.pnas.org/content/107/14/6382
https://www.pnas.org/content/pnas/107/14/6382.full.pdf
https://www.researchgate.net/publication/247772824_DNA-binding_specificity_changes_in_the_evolution_of_forkhead_transcription_factors
https://www.pnas.org/content/pnas/110/30/12349.full.pdf
https://academic.oup.com/gbe/article/5/2/296/559744
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3590765/pdf/evt007.pdf
https://www.researchgate.net/publication/249998023_Fematrin-1_Is_Involved_in_Fetomaternal_Cell-to-Cell_Fusion_in_Bovinae_Placenta_and_Has_Contributed_to_Diversity_of_Ruminant_Placentation
https://jvi.asm.org/content/jvi/early/2013/07/10/JVI.01398-13.full.pdf?versioned=true
https://doi.org/10.1042/BCJ20170531
https://watermark.silverchair.com/bcj-2017-0531.pdf?token=AQECAHi208BE49Ooan9kkhW_Ercy7Dm3ZL_9Cf3qfKAc485ysgAAA2wwggNoBgkqhkiG9w0BBwagggNZMIIDVQIBADCCA04GCSqGSIb3DQEHATAeBglghkgBZQMEAS4wEQQMVWxO56lJMQMpvwTRAgEQgIIDHxNATzsqdCgNoUPYlM3AQhh1SM7r7092Nas5jA0_qwX8TMjkTNkyu1egDMOKuqMJL8_KK1wuz2JLWwBWasSX0ITkTsgCTvgCXYKnCgYk3wAkOaHVgxdo-QKXT6E7W1_L7TBUYxWmV4jcHUaUeF4yAj_pzehU4FlcOKuLiub8ftF3MdUIped_EcevBpjtfRCvsa2gnLnBcC_9TYhW7c8QLyhJgF8CQ3NNw821Dm-Z3G0lb0yFnrPAc_UDxWpPSqnSy74baM-yenJcVAxhHSQlJFVKqkeUK7Cr9berXWLN98gpl9vJbCT7IWktntnV7Yg-HKxbUDvgpt7NbMVG4Sn89Y9z6WwwhuBgX5Z5uuej6Ck-WCFg46UceEolUiRMKwYl5lxRevpvX7q5r4MaM30knHTfKcYG0AkI1wjuIab4gr-4gBjYdRVJ0GxnYsv_PlkkaJlKPG73LtT0lRkhe7f7h3Hv81SWOAvxl10aa5-nMPaPxldzIBPDWldgq90sltNzvqEv6pzJ-Jyahg-Vwl29DpRUu0yM04J4LXHPSEjY1Sl4cU2rzmBCYNwmUMP_m2XsA2MHhZcdyj1A9Yq7acVwgNGOdDcKJH2Yw8OsFCtYTnhr4BSoq4fm2D3zh05ZPtgC0GPdmVww2wtd7WOs44YqqkGg2t_aw69FcEb023HAmB9wstL5YgjnKRxr2VG9SDVjePE--fAbCZ7IN3VG0VzsD-Ent2zOAO51R0FLd5pq_ZpdJBaGPG46p8U3wPNMeloRBZhI3bcI-pwtTMy408ccjYeTdMyyxOIL2OSU-g2up6UzREyxWk0WZdl8KqMMUCQBLphVrNpFsjDRJRmoKb6dE4vJC0stgMuq2sZ1a9oblCH_PY7v4m3s9-b4JIKKYqF7KvU0fk_tOt0zE1wKYGpCfg7FaO-JRsUwmEAOgf0TqrakGNa3bTJ1zppVzfU6fnPaOMuH3IGajYTOsKqLRzk3rjjakz1qEHfES7MCPr4-jyAHof05TESQ5rXIw1X8-WnodZKbgO8FLI8dbQdbXRdWbkltlgqWSWbNS71Hm5Dojac
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/gtc.12278
https://doi.org/10.1093/database/baw087
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S016817021730761X?via%3Dihub
http://150.7.52.45:8080/share.cgi?ssid=0NOGHoL
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/gtc.12463
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1111/gtc.12463
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/post_34.html
https://www.microbiologyresearch.org/content/journal/jgv/10.1099/jgv.0.000999
https://www.yodosha.co.jp/jikkenigaku/special/SARS-CoV-2.html
https://www.biorxiv.org/content/10.1101/644781v1
https://www.biorxiv.org/content/10.1101/644781v1.full.pdf
https://www.nature.com/articles/s41598-017-05772-5
https://www.nature.com/articles/s41598-017-05772-5.pdf
https://www.nature.com/articles/s41598-017-13712-6
https://www.nature.com/articles/s41598-017-13712-6.pdf
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC6831930/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC6831930/pdf/CTI2-8-e01087.pdf
https://link.springer.com/article/10.1007/s00705-019-04480-x
https://link.springer.com/article/10.1007%2Fs11262-019-01703-w

